
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
規

則

〇
老
人
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
長
寿
社
会
政
策
課
）　

　

一

〇
肝
炎
治
療
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則 

（
疾
病
・
感
染
症
対
策
室
）　

　

一

〇
特
定
疾
患
に
係
る
訪
問
看
護
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　

一
三

〇
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
の
患
者
に
係
る
介
護
人
派
遣
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正

　

す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　

一
三

〇
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
子
ど
も
家
庭
課
）　

一
三

〇
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
障
害
福
祉
課
）　

一
五

〇
療
育
手
帳
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　

一
七

〇
後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
条
例
施
行
規
則 

（
国
保
医
療
課
）　

一
八

 
告

示

〇
女
性
相
談
員
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

（
子
ど
も
家
庭
課
）　

二
七

 
規

則

　

老
人
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
四
十
八
号

　
　
　

老
人
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

老
人
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

15

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「  　

医
療
施
設
と
の
連
携
の
内
容

16

　

様
式
第
三
十
三
号
中　
  　

事
業
開
始
に
必
要
な
資
金
の
額
及
び
そ
の
調
達
方
法

　

を

17

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　

長
期
の
収
支
計
画

18

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　

入
居
契
約
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

 

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

肝
炎
治
療
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
四
十
九
号

　
　
　

肝
炎
治
療
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則

　

（
目
的
）

第
一
条　

こ
の
規
則
は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
又
は
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
Ｂ
型
ウ
イ
ル
ス
性
慢
性
肝
炎
又
は
Ｃ

型
ウ
イ
ル
ス
性
慢
性
肝
炎
そ
の
他
知
事
が
認
め
る
肝
疾
患
を
発
症
し
て
い
る
者
（
以
下
「
患
者
」
と
い
う
。）
の
Ｂ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
又
は
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
除
去
を
目
的
と
し
て
行
う
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
（
以
下
「
肝
炎

治
療
」
と
い
う
。）
に
係
る
医
療
に
要
す
る
費
用
を
毎
年
度
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
交
付
す
る
こ
と
で
、
患
者
の

支
払
う
医
療
費
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

（
認
定
等
）

第
二
条　

肝
炎
治
療
に
係
る
医
療
に
要
す
る
費
用
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
（
以
下
「
受
給
者
」
と
い
う
。）

は
、
県
内
に
住
所
を
有
す
る
患
者
の
う
ち
、
医
療
保
険
各
法
（
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）、
船

員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四

十
五
号
）、
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）、
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十

「15 　

入
居
契
約
に
入
居
契
約
の
解
除
に
係
る
返
還
金
に
関
す
る
定
め
が
あ
る
と
き
は
当
該
定

め
の
内
容
並
び
に
返
還
金
の
支
払
を
担
保
す
る
た
め
の
措
置
の
有
無
及
び
当
該
措
置
の
内
容

16
入
居
契
約
に
損
害
賠
償
額
の
予
定
違
約
金
を
含
む

に
関
す
る
定
め
が
あ
る
と
き
は

そ
の
内
容

17
医
療
施
設
と
の
連
携
の
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
事
業
開
始
に
必
要
な
資
金
の
額
及
び
そ
の
調
達
方
法

19
長
期
の
収
支
計
画

20
入
居
契
約
書
及
び
設
置
者
が
入
居
を
希
望
す
る
者
に
対
し
交
付
し
て
施
設
に
お
い
て
供

与
さ
れ
る
便
宜
の
内
容
費
用
負
担
の
額
そ
の
他
の
入
居
契
約
に
関
す
る
重
要
な
事
項
を
説

明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
し
た
文
書

」

，

（
。）

，

，

，
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三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
及
び
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）
に
規
定
す
る
被
保
険
者
又
は
被
扶
養
者
並
び
に
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十

七
年
法
律
第
八
十
号
）
に
規
定
す
る
被
保
険
者
の
う
ち
、
医
療
機
関
（
健
康
保
険
法
第
六
十
三
条
第
三
項
第
一
号
に

規
定
す
る
保
健
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
で
あ
っ
て
、
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
お
い

て
肝
炎
治
療
に
係
る
医
療
保
険
各
法
又
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
医
療
に
関
す
る
給

付
を
受
け
て
い
る
者
（
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
よ
る
医
療
の
給
付
が
行
わ
れ
る

者
は
除
く
。）
で
あ
っ
て
、
知
事
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。

２　

前
項
の
認
定
（
以
下
「
受
給
者
の
認
定
」
と
い
う
。）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治

療
受
給
者
証
交
付
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
に
よ
り
、
知
事
に
対
し
、
受
給
者
証
の
認
定
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３　

前
項
の
肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
受
給
者
証
交
付
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一　

肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
受
給
者
証
の
交
付
申
請
に
係
る
診
断
書
（
様
式
第
二
号
）

二　

受
給
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
た
被
保
険
者
証
等
の
写
し

三　

受
給
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
及
び
受
給
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
す
べ
て
の
者
に
つ
い

て
記
載
の
あ
る
住
民
票
の
写
し

四　

受
給
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
及
び
受
給
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
の
地
方
税
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
に
規
定
す
る
特
別
区
民
税
を
含
む
。）

（
所
得
割
に
限
る
。）
の
課
税
年
額
を
証
明
す
る
書
類

五　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

４　

知
事
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
審
査
し
、
認
定
し
た
と
き
は
肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
受
給
者
証

（
様
式
第
三
号
）（
以
下
「
受
給
者
証
」
と
い
う
。）
を
交
付
し
、
認
定
し
な
か
っ
た
と
き
は
理
由
を
付
し
て
そ
の
旨

を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
有
効
期
間
）

第
三
条　

受
給
者
証
の
認
定
の
有
効
期
間
は
、
一
年
以
内
と
す
る
。
た
だ
し
、
知
事
が
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

　

（
認
定
の
取
消
し
）

第
四
条　

知
事
は
、
受
給
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
受
給
者
の
認
定
を
取
り

消
す
も
の
と
す
る
。

一　

死
亡
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
肝
炎
治
療
に
係
る
医
療
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
。

二　

県
外
の
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。）
へ
転
出
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第

二
十
四
条
に
規
定
す
る
転
出
を
い
う
。）
し
た
と
き
。

三　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
と
き
。

　

（
受
給
者
証
の
返
還
）

第
五
条　

前
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
受
給
者
は
、
第
二
条
第
四
項
の
受
給
者
証
を
添
え
て
、

肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
受
給
者
証
返
還
届
（
様
式
第
四
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
受
給
者
証
の
書
換
え
等
）

第
六
条　

受
給
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
え
て
、

当
該
事
由
の
生
じ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
受
給
者
証
変
更
申
請
書（
様
式
第
五
号
）

を
知
事
に
提
出
し
、
受
給
者
証
の
書
換
え
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

受
給
者
の
氏
名
又
は
住
所
の
変
更　

受
給
者
証
及
び
変
更
後
の
氏
名
又
は
住
所
の
記
載
が
あ
る
住
民
票
の
写
し

（
受
給
者
及
び
受
給
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
す
べ
て
の
者
に
つ
い
て
記
載
の
あ
る
も
の
に
限
る
。）

二　

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
変
更　

受
給
者
証
の
写
し
及
び
受
給
者
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
た
新
た
な
被
保
険
者

証
等
の
写
し

三　

医
療
機
関
の
変
更　

受
給
者
証

　

（
受
給
者
証
の
再
交
付
）

第
七
条　

受
給
者
は
、
受
給
者
証
を
破
り
、
汚
し
、
又
は
失
っ
た
と
き
は
、
受
給
者
証
の
再
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

２　

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
受
給
者
は
、
肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
受
給
者
証
再
交
付
申
請

書
（
様
式
第
六
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

前
項
の
肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
受
給
者
証
再
交
付
申
請
書
に
は
、
受
給
者
証
を
破
り
、
又
は
汚
し
た
受
給

者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
受
給
者
証
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
受
給
者
証
の
提
示
）

第
八
条　

受
給
者
は
、
肝
炎
治
療
に
係
る
医
療
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
受
給
者
証
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

（
費
用
の
交
付
）

第
九
条　

肝
炎
治
療
に
係
る
医
療
に
要
す
る
費
用
は
、
受
給
者
が
肝
炎
治
療
に
係
る
医
療
を
受
け
る
医
療
機
関
に
対
し

交
付
す
る
。
た
だ
し
、
知
事
が
別
に
定
め
る
場
合
に
は
、
受
給
者
か
ら
の
請
求
に
基
づ
き
、
当
該
受
給
者
に
対
し
て

交
付
す
る
。

２　

前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
受
給
者
は
、
肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
療
養
費
請
求

書
（
様
式
第
七
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

前
項
の
肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
療
養
費
請
求
書
に
は
、
肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
療
養
証
明
書
（
様

号外第11号　平成20年３月31日　月曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）



式
第
八
号
）
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
書
類
の
経
由
）

第
十
条　

こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
提
出
す
る
書
類
は
、
受
給
者
の
住
所
地
を
所
管
す
る
保
健
所
長
を
経
由
す

る
も
の
と
す
る
。

　

（
委
任
）

第
十
一
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
交
付
す
る
額
、
支
給
方
法
そ
の
他
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（3）　 平成20年３月31日　月曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第11号　　 



号外第11号　平成20年３月31日　月曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （4）

様式第１号（第２条関係）

肝炎インターフェロン治療受給者証交付申請書

年　　月　　日　

　宮城県知事　　　　　　　　　　殿

（〒　　　－　　　　）　　　　　　　

申請者住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　

申請者氏名　　　　　　　　　　　　　　　印　　

受給者との続柄（受給者の　　　　　　　　）　　

　肝炎治療に係る医療費用交付規則第２条第２項の規定により，下記のとおり申請します。

職　　　業生　年　月　日性　別
フ リ ガ ナ

氏　　　　 名患

者

　　年　　月　　日生

（満　　　才）
男・女

（〒　　　－　　　　）　 　　　　　　　　　　　（電話　　　－　　　－　　　　）

宮城県　　　　　　　市・郡　　　　　　　区・町・村

（マンション・アパート名，室番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

住　　　　 所

患 者 と の 続 柄被 保 険 者 氏 名

医

療

保

険

 政府管掌 ・ 船員 ・ 組合 ・ 共済 ・ 国保（一般・退職・組合）・ 後期高齢者保 険 種 別

被保険者証の記号・番号

保 険 者 番 号

名　 称
被 保 険 者 証

発 行 機 関
所 在 地

所　 在　 地名　称

（
受
診
医
療
機
関
）

保

健

医

療

機

関

所　 在　 地名　称

所　 在　 地名　称

※認定の開始日は「申請書の受理日の属する月の初日」から「診

断書が作成された日の属する月の翌々翌月」までのいずれかの

月の初日のうち，申請者が指定した月の初日となります。

　　　　　　　　月の初日
認定の有効期間（１年）

の開始日　　　　　　　

　インターフェロン治療の効果・副作用等について説明を受け，治療を受けることに同意しましたので，肝炎インターフェロン治

療受給者証の発行を申請します。

申請者氏名　　　　　　　　　　　　印　　

　　　　　　年　　　　月　　　　日

　宮城県知事　　　　　　　　　　　　殿



（5）　 平成20年３月31日　月曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第11号　　 

世　帯　調　書

市町村民税（所得割）

課税年額
職　　　　　業満　年　齢続　柄世 帯 構 成 員 名

円歳

円歳

円歳

円歳

円歳

円歳

円歳

円歳

円歳

円歳

円
合　　　　　計

（参考）

自己負担限度額（月額）階　　　層　　　区　　　分

10,000円
世帯の市町村民税（所得割）課税年額が

65,000円未満の場合
Ａ

30,000円
世帯の市町村民税（所得割）課税年額が

65,000円以上235,000円未満の場合
Ｂ

50,000円
世帯の市町村民税（所得割）課税年額が

235,000円以上の場合
Ｃ

（注１）　 保険医療機関（受診医療機関）は県と肝炎治療特別促進事業に係る委託契約を締結している保険医療機関に限ります。また，

　記載された保健医療機関以外では公費助成は受けられません。

（注２）　 以下の書類を添付してください。

１　肝炎インターフェロン治療受給者証の交付申請に係る診断書（様式第２号）

２　加入している医療保険の被保険者証等の写し

３　患者及び患者と同一の世帯に属するすべての者について記載のある住民票の写し

４　患者及び患者と同一の世帯に属する者の地方税法（昭和25年法律第226号）の規定による市町村民税（同法に規定する特別区民

税を含む。）の課税年額を証明する書類



号外第11号　平成20年３月31日　月曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （6）

様式第２号（第２条関係）

肝炎インターフェロン治療受給者証の交付申請に係る診断書

（注）１　診断書の有効期間は，記載日から起算して３か月以内です。
　　　２　記載日前６か月以内（ただし，インターフェロン治療中の場合は治療開始時）の資料に基づいて記載してください。
　　　３　記入漏れのある場合は認定できないことがあるので，ご注意ください。

生　年　月　日　（年　齢）性　別
フ リ ガ ナ

患 者 氏 名 明 昭　　　　　　　年　　　月　　　日　生　　（満　　　歳）大 平男・女

郵便番号

電話番号　　　　　　　　　（　　　　　　　　　）
住 所

時期　　　年　　月～　　年　　月，肝炎治療特別促進事業の認定（有・無）

医療機関　　　　　　　　　　　　　（医師　　　　　　　　　　　　）インターフェロン

治療歴

昭和・平成

　　年　　月
診 断 年 月

時期　　　年　　月～　　年　　月，肝炎治療特別促進事業の認定（有・無）

医療機関　　　　　　　　　　　　　（医師　　　　　　　　　　　　）

インターフェロン治療開始前の所見を記入する。

　　１　Ｂ型肝炎ウイルスマーカー　（検査日：　平成　　　年　　　月　　　日）

　　　�　HBs抗原　（＋・－）　 　　　　（該当する方を〇で囲む）

　　　�　HBe抗原　（＋・－）　 　 HＢe抗体　（＋・－）　 　（該当する方を〇で囲む）

　　　�　HBV－DNA定量　　　　　（単位：　　　  　，測定法　　　　　　　　　　　　　）　

　
　　２　Ｃ型肝炎ウイルスマーカー　（検査日：　平成　　　年　　　月　　　日）

　　　�　HＣV－ＲNA定量　　　　　（単位：　　　　　，測定法　　　　　　　　　　　　　）

　　　�　ウイルス型　セロタイプ（グループ）１・セロタイプ（グループ）２　（該当する方を〇で囲む）

　
　　３　血液検査　（検査日：　平成　　　年　　　月　　　日）

　　　　　AST 　　　　　　　　　　IU／ｌ        　（施設の基準値：　　　～　　　）  

　　　　　ALT 　　　　　　　　　　IU／ｌ        　（施設の基準値：　　　～　　　）

　　　　　血小板数　　　　　　  ／μl　　　　  （施設の基準値：　　　～　　　）

　　４　画像診断及び肝生検などの所見　（特記すべき所見があれば記載する）

　　　　（検査日：　平成　　　年　　　月　　　日）

検 査 所 見

該当番号を〇で囲む。

　　１　活動性慢性肝炎（Ｂ型肝炎ウイルスによる）

　　２　慢性肝炎　　　（Ｃ型肝炎ウイルスによる）

　　３　代償性肝硬変　（Ｃ型肝炎ウイルスによる）

診 断

該当番号を〇で囲む。

　　肝がん　　　１　あり（治療中）　 　　　２　あり（治癒後）　 　　　３　なし
肝がんの合併

該当番号を〇で囲む。

　　１　インターフェロンα製剤単独　　　　　　　　　　　　　

　　２　インターフェロンβ製剤単独　　　　　　　　　　　　　

　　３　ペグインターフェロン製剤単独　　　　　　　　　　　　

　　４　インターフェロンα製剤＋リバビリン製剤　　　　　　　

　　５　ペグインターフェロン製剤＋リバビリン製剤　　　　　　

　　６　その他（具体的に記載してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　）

　　治療予定期間　　　　　　　  週　   （平成　　　　年　　　　月～平成　　　　年　　　　月）

　　治療予定医療機関（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

治 療 内 容

治療上の問題点

記載年月日　平成　　　年　　　月　　　日　

　医療機関名及び所在地

　医師氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印



（7）　 平成20年３月31日　月曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第11号　　 
様
式
第
３
号
（
第
２
条
関
係
）

（
表
）

肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
受
給
者
証

公
費
負
担
者
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　受
給
者
住
所
・
氏
名
 

受
給
者
番
号

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

疾
病

名
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
診
医
療
機
関

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
こ
の
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
以
外
で
は
公
費
助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　生
年
月
日
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　
　
性
別

有
効
期
間

 
　
　
　
　
　
　
か
ら
　
　
　
　
ま
で
　

宮
城
県
知
事

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　
　
　

 

交
付
年
月
日

 
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　（
裏
）

取
扱
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
保
健
所

注
　
　
　
意
　
　
　
事
　
　
　
項

１
　
こ
の
証
を
交
付
さ
れ
た
方
は
，
Ｂ
型
及
び
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る
た
め
に
保
険
診
療
に
よ
り
イ
ン
タ

　
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
を
受
け
た
場
合
，
こ
の
証
の
面
に
記
載
さ
れ
た
金
額
を
限
度
と
す
る
患
者
一
部
負
担
額
を
保
険

医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
に
対
し
て
支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

２
　
本
制
度
の
対
象
と
な
る
医
療
は
，
治
療
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
た
疾
病
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。

３
　
保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
に
お
い
て
診
療
を
受
け
る
場
合
，
被
保
険
者
証
等
に
添
え
て
，
こ
の
証
を
必
ず

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

４
　
氏
名
，
居
住
地
，
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
，
保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
，
14

日
以
内
に
取
扱
保
健
所
等
で
，
変
更
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

５
　
治
ゆ
等
で
受
給
者
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
，
又
は
宮
城
県
外
へ
転
出
し
た
と
き
な
ど
は
，
速
や
か
に
取
扱

保
健
所
等
で
，
資
格
消
滅
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
，
宮
城
県
外
へ
転
出
す
る
場
合
に
お
い
て
，
転
出
後

も
本
証
の
交
付
を
受
け
た
い
場
合
は
，
転
出
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日
ま
で
に
本
証
の
写
し
を
転
出
先
の
都

道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

６
　
こ
の
証
を
破
損
し
た
り
，
汚
し
た
り
又
は
紛
失
し
た
と
き
は
，
取
扱
保
健
所
等
で
再
交
付
の
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。

７
　
上
記
各
手
続
の
詳
細
，
そ
の
他
肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
受
給
に
関
し
て
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た

ら
，
下
記
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
問
い
合
わ
せ
先
：
宮
城
県
保
健
福
祉
部
疾
病
・
感
染
症
対
策
室
　
結
核
感
染
症
班
　
T
E
L
（
022）211－

2632
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
は
左
記
取
扱
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
保
健
所

電
話
番
号

㈹
022-225-7211

㈹
022-291-2111

㈹
022-282-1111

㈹
022-247-1111

㈹
022-372-3111

　
0224-53-3121

　
022-363-5504

　
0223-22-2188

　
022-358-1111

　
0229-91-0714

　
0228-22-2117

　
0220-22-6119

　
0225-95-1430

　
0226-22-6662

住
　
　
　
所

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
５
－
1

仙
台
市
宮
城
野
区
五
輪
二
丁
目
12 －

35 

仙
台
市
若
林
区
保
春
院
前
丁
３
－
1

仙
台
市
太
白
区
長
町
南
三
丁
目
１
－
15 

仙
台
市
泉
区
泉
中
央
二
丁
目
１
－
1

柴
田
郡
大
河
原
町
字
南
129
 

－
1

塩
竈
市
北
浜
四
丁
目
8
－
15
 

岩
沼
市
中
央
三
丁
目
1
－
18
 

黒
川
郡
富
谷
町
ひ
よ
り
台
二
丁
目
42 －

2

大
崎
市
古
川
旭
四
丁
目
1
－
1

栗
原
市
築
館
藤
木
5
－
1

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
西
佐
沼
150
 
－
5

石
巻
市
東
中
里
一
丁
目
4
－
32
 

気
仙
沼
市
東
新
城
三
丁
目
３
－
3

郵
便
番
号

〒
980-8701

〒
983-8601

〒
984-8601

〒
982-8601

〒
981-3189

〒
989-1243

〒
985-0003

〒
989-2432

〒
981-3304

〒
989-6117

〒
987-2251

〒
987-0511

〒
986-0812

〒
988-0066

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
保
健
所

仙
台
市
青
葉
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

仙
台
市
宮
城
野
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

仙
台
市
若
林
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

仙
台
市
太
白
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

仙
台
市
泉
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

仙
南
保
健
所
健
康
対
策
班

塩
釜
保
健
所
健
康
対
策
班

塩
釜
保
健
所
岩
沼
支
所
総
務
保
健
班

塩
釜
保
健
所
黒
川
支
所
総
務
保
健
班

大
崎
保
健
所
健
康
対
策
班

栗
原
保
健
所
健
康
対
策
班

登
米
保
健
所
健
康
対
策
班

石
巻
保
健
所
健
康
対
策
班

気
仙
沼
保
健
所
健
康
対
策
班

円
月
額
自
己
負
担
限
度
額



号外第11号　平成20年３月31日　月曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （8）

様式第４号（第５条関係）

　（注）　 返納する受給者証を添付してください。

肝炎インターフェロン治療受給者証返還届

年　　月　　日　

　宮城県知事　　　　　　　　　　殿

（〒　　　－　　　　）　 　　　　　　　

届出者住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　

届出者氏名　　　　　　　　　　　　　　　印　　

受給者との続柄（受給者の　　　　　　　　）　 　

　肝炎治療に係る医療費用交付規則第５条の規定により，下記のとおり届け出ます。

受 給 者 番 号

男　　・　　女性 別
フ リ ガ ナ

受 給 者 名

　　　　　年　　　月　　　日　から　　　　　年　　　月　　　日　まで受 給 者 証 の 有 効 期 間

年　　　月　　　日
資 格 消 滅

年 月 日

治 ゆ ・ 死 亡 ・ 転 出 ・ 他 法

その他（　　　　　　　　　　　）

資 格 消 滅

事 由

摘　 要



（9）　 平成20年３月31日　月曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第11号　　 

様式第５号（第６条関係）

（注）１　受給者の氏名または住所に変更があった場合は，受給者証，受給者及び受給者と同一の世帯に属するすべての者について記

載のある変更後の住民票の写しを添付してください。

２　加入している医療保険に変更があった場合は，受給者証，受給者の氏名が記載された変更後の被保険者証等の写しを添付し

てください。

３　医療機関を変更しようとする場合は受給者証を添付してください。

肝炎インターフェロン治療受給者証変更申請書

年　　月　　日　

 宮城県知事　　　　　　　　　　殿

（〒　　　－　　　　）　 　　　　　　　

申請者住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　

申請者氏名　　　　　　　　　　　　　　　印　　

受給者との続柄（受給者の　　　　　　　　）　 　

 肝炎治療に係る医療費用交付規則第６条の規定により，下記のとおり申請します。

受 給 者 番 号

フ リ ガ ナ

受 給 者 氏 名

変　　　　更　　　　後

※該当する項目のみ記入してください。
変 更 事 項

（〒　　　－　　　）　 　　　　　　　　　　　（電話　　　－　　　　－　　　　　）

宮城県　　　　　　市・郡　　　　　　区・町・村

（マンション・アパート名，室番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１　住　　　所

  　　フ リ ガ ナ 

２　氏　　　名

受 給 者 と の 続 柄被 保 険 者 氏 名

３　医 療 保 険 

政府管掌・船員・組合・共済・国保（一般・退職・組合）・後期高齢者保 険 種 別

被 保 険 者 証 の 記 号 ・ 番 号

保 険 者 番 号

名 称
被 保 険 者 証

発 行 機 関
所 在 地

所 在 地名

称

４　保健医療機関

　　（変更・追加）

※変更又は追加する医療機関は県と

契約している医療機関に限ります。 電 話 番 号

　　　　　年　　　月　　　日　※１～３の事項に変更がある場合にのみ記載してください。変更を生じた日

摘 要



号外第11号　平成20年３月31日　月曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （10）

様式第６号（第７条関係）

　（注）　 受給者証の破損・汚損の場合には，当該受給者証を添付してください。

肝炎インターフェロン治療受給者証再交付申請書

年　　月　　日　

 宮城県知事　　　　　　　　　　殿

（〒　　　－　　　　）　 　　　　　　　

申請者住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　

申請者氏名　　　　　　　　　　　　　　　印　　

受給者との続柄（受給者の　　　　　　　　）　 　

 肝炎治療に係る医療費用交付規則第７条第１項の規定により，下記のとおり申請します。

受 給 者 番 号

フ リ ガ ナ

氏 名

受

給

者

男　　・　　女性　 　 　 別　　　　　年　　　　月　　　　日生生 年 月 日

（〒　　　－　　　　）　 　　　　　　　　　　　（電話　　　－　　　－　　　　）

宮城県　　　　　　市・郡　　　　　　区・町・村

（マンション・アパート名，室番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

住 所

　　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日再 交 付 年 月 日

１　破損　　　２　汚損　　　３　紛失

（理由）

申 請 理 由
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様式第７号（第９条関係）
肝 炎 治 療 療 養 費 請 求 書

印　　

円　　　　　　　　　　　　　

　肝炎治療に係る医療費用交付規則第９条の規定に基づき，上記金額を請求します。

　（内訳別添療養証明書のとおり）

年　　月　　日　　

　宮城県知事　　　　　　　　　殿

請求者　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　　

電話　　　　－　　　　－　　　　　　　　　　　

受給者との続柄（受給者の　　　　　　　）　 　　

受給者　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　対象保健医療機関又は保健薬局

　療養費請求の理由

（注）

１　肝炎治療療養証明書及び領収書を添付してください。

２　医療機関等の窓口でお支払いになった金額のうち，高額療養費に該当する部分については，宮城県から支給されません。高額療養

費は御加入の医療保険等から支給されますので，高額療養費への該当の有無や請求方法等は保険証の交付元にお問い合せ下さい。

３　高額療養費の対象となった場合には，それを証明する書類を添付してください。

４　療養費請求の理由に〇をしてください。その他の場合には，理由を記載してください。

円拾百千万拾百
金　 額

口 座 番 号 

フ リ ガ ナ 

口座名義人

銀行　　　　　　　支店　　　当座・普通

振

込

先

受 給 者 番 号

備　　　　　　　考保 健 医 療 機 関 又 は 保 健 薬 局

申請をしてから受給者証が交付されるまでの間，支払ったため

医療機関で受給者証を提出せずに支払ったため

限度額の変更申請をしてから新しい受給者証が交付されるまでの間，支払ったため

その他（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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様
式
第
８
号
（
第
９
条
関
係
）

肝
炎
治
療
療
養
証
明
書

受
給
者
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
・
女
　
　

生
年
月
日
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
生
　
　

保
険
種
別
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

患
　
　
者

負
担
分
計

入
院
時

食
事
療
養
費

療
養
の
給
付

（
食
事
療
養
費
除
く
）

治
療
の

区
　
分

実日数

入
院

通
院

調
剤

の
別

診
療

調
剤

年
月

患
　
　
者

負
担
分

総
食
事

療
養
費

患
　
　
者

負
担
分

医
療
保
険

等
給
付
分

総
医
療
費

Ｃ
＋
Ｅ

Ｅ
Ｄ

Ｃ
Ｂ

Ａ
＝
Ｂ
＋
Ｃ

円
円

円
円

円
円

総
　
額

日
入
院

通
院

調
剤

　
年
　

　
月
分

イ

円

a

円
円

円
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

日

円
円

円
円

円
円

総
　
額

日
入
院

通
院

調
剤

　
年
　

　
月
分

ロ

円

b

円
円

円
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

日

a＋
b

円

肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
に
係
る
療
養
に
つ
い
て
，
上
記
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

医
療
機
関
等
名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
　
　
在
　
　
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
　
表
　
者
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　
　

療
養
費
支
払
決
定
欄

（
こ
の
欄
は
，
宮
城
県
で
記
載
し
ま
す
の
で
医
療
機
関
は
記
載
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。）

Ⅳ
Ⅲ

Ⅱ
Ⅰ

支
　
払
　
額

Ⅱ
－
Ⅲ

自
己
負
担

 限
　
度
　
額

患
者
負
担
分

（
C
）

高
額
療
養
費

a

円
円

円
円

イ

b

円
円

円
円

ロ

a＋
b

円



　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

特
定
疾
患
に
係
る
訪
問
看
護
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
五
十
号

　
  　
 
特
定
疾
患
に
係
る
訪
問
看
護
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

特
定
疾
患
に
係
る
訪
問
看
護
費
用
交
付
規
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
の
う
ち
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
、
多
発
性
硬
化
症
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
そ
の
他
知
事
が
定
め
る
特
定
疾

患
」
を
削
る
。

　

第
二
条
中
「
、
特
定
疾
患
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
認
定
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
」
を
削
る
。

　

第
五
条
第
一
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
入
院
し
た
」
を
「
入
院
期
間
が
三
月
を
超
え
る
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

三　

県
内
の
市
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
か
ら
消
除
さ
れ
た
と
き
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
の
患
者
に
係
る
介
護
人
派
遣
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
五
十
一
号

　
　
　

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
の
患
者
に
係
る
介
護
人
派
遣
費
用
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
の
患
者
に
係
る
介
護
人
派
遣
費
用
交
付
規
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
九
十
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
、
居
宅
に
お
い
て
療
養
生
活
を
し
て
い
る
特
定
疾
患
（
特
定
疾
患
に
係
る
医
療

費
用
交
付
規
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
九
十
二
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
特
定
疾
患
を
い
う
。）
の
う
ち
」
を

「
居
宅
に
お
い
て
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て
い
る
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
中
「
特
定
疾
患
に
係
る
医
療
費
用
交
付
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
認
定
を
受
け
た
」
を
削
り
、「
介
護
家
族
」

の
下
に
「
の
う
ち
介
護
人
派
遣
費
用
を
負
担
す
る
も
の
」
を
加
え
る
。

　

第
七
条
第
一
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
入
院
し
た
」
を
「
入
院
期
間
が
三
月
を
超
え
る
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

三　

県
内
の
市
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
か
ら
消
除
さ
れ
た
と
き
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
五
十
二
号

　
　
　

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

  
第
十
条
第
一
項
中
「
第
二
十
一
条
の
九
」
を
「
第
二
十
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
別
表
」
を
「
別
表
第
一
及

び
別
表
第
二
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
一
中
「児

童
入
所
施
設
徴
収
額

」
を
「徴

収
金
基
準
額
表

」
に
、「各

月
初
日
の
措
置
児
童

」
を
「各

月
初

日
の
措
置
児
童
等

」
に
、　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、「措

置
児
童
に
か
か
る
措
置
費

」
を
「措

置
児
童
等
に
係
る
措
置
費
等

」
に
、「措

置
児
童

に
か
か
る
措
置
費
の
支
弁
額

全
額
徴
収

た
だ
し

」
を
「措

置
児
童
及
び
入
所
世
帯
に
係
る
措
置
費
等
の
支
弁
額

全

額
徴
収
た
だ
し
措
置
児
童
又
は
入
所
世
帯
に
つ
い
て

」
に
改
め
、
同
表
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
。

（

。
，
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」

徴
収
金
基
準
額

＜
月
額
＞

「１
　
こ
の
表
の
Ｃ
１
階
層
に
お
け
る
「
均
等
割
の
額
」
と
は
，
地
方
税
法
（
昭
和
25年
法
律
第
226号

）
第
292条

第
１

項
第
１
号
に
規
定
す
る
均
等
割
の
額
を
い
い
，
Ｃ
２
階
層
に
お
け
る
「
所
得
割
の
額
」
と
は
，
同
項
第
２
号
に
規
定

す
る
所
得
割
（
こ
の
所
得
割
を
計
算
す
る
場
合
に
は
，
同
法
第
314条

の
７
及
び
同
法
附
則
第
５
条
第
３
項
の
規
定
は

適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。）
の
額
を
い
う
。

　
　
な
お
，
同
法
第
323条

に
規
定
す
る
市
町
村
民
税
の
減
免
が
あ
つ
た
場
合
に
は
，
そ
の
額
を
所
得
割
の
額
又
は
均
等

割
の
額
か
ら
順
次
控
除
し
て
得
た
額
を
所
得
割
の
額
又
は
均
等
割
の
額
と
す
る
。

２
　
こ
の
表
の
Ｄ
１
～
Ｄ
14階
層
に
お
け
る
「
所
得
税
の
額
」
と
は
，
所
得
税
法
（
昭
和
40年
法
律
第
33号
），
租
税
特

別
措
置
法
（
昭
和
32年
法
律
第
26号
），
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
18年
法
律
第
10号
）
に

よ
る
廃
止
前
の
経
済
社
会
の
変
化
等
に
対
応
し
て
早
急
に
講
ず
べ
き
所
得
税
及
び
法
人
税
の
負
担
軽
減
措
置
に
関
す

」
入
所
施
設

「

」

児
童
入
所
施
設

障
害
児
施
設

「

」

徴
収
金
額

＜
月
額
＞

「
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る
法
律
（
平
成
11年
法
律
第
８
号
）
及
び
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
，
徴
収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
22年
法
律
第
175号

）
の
規
定
に
よ
つ
て
計
算
さ
れ
た
所
得
税
の
額
を
い
う
。

　
　
た
だ
し
，
所
得
税
額
を
計
算
す
る
場
合
に
は
，
次
の
規
定
は
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

　
�
　
所
得
税
法
第
92条
第
１
項
，
第
95条
第
１
項
，
第
２
項
及
び
第
３
項

　
�
　
租
税
特
別
措
置
法
第
41条
第
１
項
及
び
第
２
項
，
第
41条
の
２
並
び
に
第
41条
の
19の
２
第
１
項

　
�
　
租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
10年
法
律
第
23号
）
附
則
第
12条

３
　
こ
の
表
の
「
児
童
入
所
施
設
」
と
は
，
児
童
養
護
施
設
，
児
童
自
立
支
援
施
設
，
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
，

乳
児
院
，
助
産
施
設
及
び
里
親
を
い
い
，「
障
害
児
施
設
」
と
は
，
知
的
障
害
児
施
設
，
自
閉
症
児
施
設
，
盲
児
施

設
，
ろ
う
あ
児
施
設
，
肢
体
不
自
由
児
施
設
入
所
部
，
肢
体
不
自
由
児
を
入
所
さ
せ
る
指
定
医
療
機
関
，
肢
体
不
自

由
児
療
護
施
設
及
び
重
症
心
身
障
害
児
施
設
を
い
う
。

４
　
障
害
児
施
設
に
お
い
て
，
入
所
者
の
年
齢
が
20歳
以
上
の
場
合
は
，
上
表
に
か
か
わ
ら
ず
，
�
当
分
の
間
徴
収
金

基
準
額
（
Ｄ
14階
層
を
除
く
。）
に
２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た
額
（
100円

未
満
切
捨
て
）
を
徴
収
金
基
準
額
と
し
，

�
Ｂ
階
層
に
属
す
る
世
帯
の
徴
収
金
基
準
額
は
０
円
と
す
る
。

５
　
児
童
の
属
す
る
世
帯
の
階
層
が
Ｂ
階
層
と
認
定
さ
れ
た
世
帯
で
あ
つ
て
も
，次
に
掲
げ
る
世
帯
で
あ
る
場
合
に
は
，

上
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
当
該
階
層
の
徴
収
金
基
準
額
は
０
円
と
す
る
。

①
　
「
単
身
世
帯
」
…
…
扶
養
義
務
者
の
い
な
い
世
帯

②
　
「
母
子
世
帯
等
」
…
…
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
39年
法
律
第
129号

）
第
17条
に
規
定
す
る
配
偶
者
の
な

い
者
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
の
世
帯

③
　
「
在
宅
障
害
児
（
者
）（
社
会
福
祉
施
設
に
措
置
さ
れ
た
児
童
（
者
），
児
童
福
祉
法
第
24条
の
２
に
よ
り
障
害

児
施
設
を
利
用
す
る
児
童
，
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
17年
法
律
第
123号

）
第
６
条
の
自
立
支
援
給
付
の
受
給

者
（
障
害
者
自
立
支
援
法
第
５
条
第
５
項
，
第
６
項
，
第
13項
，
第
14項
及
び
第
15項
の
サ
ー
ビ
ス
に
限
る
。）
又

は
障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
22条
の
特
定
旧
法
受
給
者
を
除
く
。）
の
い
る
世
帯
」
…
…
次
に
掲
げ
る
児
（
者
）

を
有
す
る
世
帯
を
い
う
。

ア
　
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
24年
法
律
第
283号

）
第
15条
に
定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者

イ
　
療
育
手
帳
制
度
要
綱
（
昭
和
48年
９
月
27日
厚
生
省
発
児
第
156号

）
に
定
め
る
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

者

ウ
　
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
39年
法
律
第
134号

）
に
定
め
る
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
対
象
児
，
国
民
年
金
法
（
昭
和
34年
法
律
第
141号

）
に
定
め
る
国
民
年
金
の
障
害
基
礎
年
金
手
当
等
の

受
給
者

エ
　
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
25年
法
律
第
123号

）
第
45条
に
定
め
る
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者

④
　
「
そ
の
他
の
世
帯
」
…
…
保
護
者
の
申
請
に
基
づ
き
，
生
活
保
護
法
（
昭
和
25年
法
律
第
144号

）
に
定
め
る
要

保
護
者
等
特
に
困
窮
し
て
い
る
と
児
童
福
祉
法
第
56条
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
長
が
認
め
た
世

帯

６
　
同
一
世
帯
か
ら
２
人
以
上
の
児
童
等
が
入
所
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
，
そ
の
月
の
徴
収
金
基
準
額
の
最
も
多

額
な
児
童
等
以
外
の
児
童
等
に
つ
い
て
は
，
そ
の
施
設
の
こ
の
表
の
基
準
額
（
４
の
適
用
後
の
基
準
額
を
含
む
。）

に
0.1を

乗
じ
た
額
を
も
つ
て
そ
の
児
童
等
の
基
準
額
と
す
る
。

　
　
た
だ
し
，
平
成
18年
10月
１
日
以
降
に
お
い
て
，
児
童
入
所
施
設
及
び
母
子
生
活
支
援
施
設
へ
入
所
し
て
い
る
措

置
児
童
等
の
属
す
る
世
帯
の
扶
養
義
務
者
が
，
児
童
福
祉
法
第
24条
の
２
の
障
害
児
施
設
給
付
費
を
支
給
さ
れ
て
い

る
場
合
，
当
該
措
置
児
童
等
の
世
帯
に
係
る
徴
収
金
基
準
額
に
つ
い
て
は
，「
児
童
入
所
施
設
に
係
る
徴
収
金
基
準

額
＋
児
童
入
所
施
設
に
係
る
徴
収
金
基
準
額
×
0.1×

（
当
該
世
帯
に
お
け
る
施
設
入
所
児
童
の
人
数
－
１
）」
を
当

該
世
帯
に
係
る
上
限
（
当
該
世
帯
に
お
け
る
施
設
入
所
児
童
の
う
ち
，
徴
収
金
基
準
額
が
全
額
徴
収
又
は
日
割
り
で

あ
る
こ
と
若
し
く
は
児
童
自
立
支
援
施
設
通
所
部
，
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
通
所
部
，「
障
害
児
施
設
措
置
費

（
給
付
費
等
）
国
庫
負
担
金
に
つ
い
て
（
平
成
20年
２
月
29日
厚
生
労
働
省
発
障
第
0229001号

厚
生
労
働
事
務
次
官

通
知
）（
以
下
「
0229001号

通
知
」
と
い
う
。）」
の
別
表
４
－
１
障
害
児
施
設
徴
収
金
基
準
額
表
（
扶
養
義
務
者
用
）

に
定
め
る
知
的
障
害
児
通
園
施
設
，
難
聴
幼
児
通
園
施
設
及
び
肢
体
不
自
由
児
施
設
通
園
部
の
徴
収
金
基
準
額
で
あ

る
場
合
は
，
当
該
世
帯
に
お
け
る
施
設
入
所
児
童
の
徴
収
金
基
準
額
の
合
算
額
を
当
該
世
帯
の
上
限
額
と
す
る
。
な

お
，
児
童
福
祉
法
第
24条
の
２
に
定
め
る
障
害
児
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
等
に
係
る
徴
収
金
基
準
額
は
，
障
害

者
自
立
支
援
法
附
則
第
１
条
第
２
号
に
定
め
る
日
前
の
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
0229001号

通
知
の
徴
収
金
基
準
額

と
す
る
。）
と
し
，
そ
の
額
が
そ
の
月
の
利
用
者
負
担
額
（
児
童
福
祉
法
第
24条
の
７
に
規
定
す
る
食
事
の
提
供
に
要

し
た
費
用
及
び
居
住
に
要
し
た
費
用
並
び
に
児
童
福
祉
法
第
24条
の
20に
規
定
す
る
障
害
児
施
設
医
療
に
係
る
利
用

者
負
担
を
含
む
利
用
者
負
担
の
上
限
額
（
実
際
に
利
用
者
負
担
と
し
て
支
払
つ
た
額
が
上
限
額
を
下
回
る
場
合
は
当

該
支
払
つ
た
額
と
す
る
。）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
上
回
る
場
合
は
，
そ
の
額
と
障
害
児
施
設
の
利
用
者
負
担
額

と
の
差
額
を
児
童
入
所
施
設
に
係
る
徴
収
金
基
準
額
と
し
，
障
害
児
施
設
の
利
用
者
負
担
額
が
当
該
世
帯
の
上
限
額

を
上
回
る
場
合
は
，
児
童
入
所
施
設
に
係
る
徴
収
金
基
準
額
は
０
円
と
す
る
。

７
　
助
産
施
設
に
お
け
る
助
産
の
実
施
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

�
　
児
童
福
祉
法
第
22条
に
規
定
す
る
助
産
の
実
施
は
，
そ
の
妊
産
婦
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
行
わ

な
い
も
の
と
す
る
。

ア
　
そ
の
妊
産
婦
の
属
す
る
世
帯
の
階
層
区
分
が
Ｄ
階
層
で
あ
る
と
き
。
た
だ
し
，
真
に
や
む
を
得
な
い
特
別
の

理
由
が
あ
る
と
き
は
Ｄ
階
層
の
う
ち
所
得
税
の
額
が
16,800円

ま
で
の
場
合
で
あ
つ
て
も
差
し
支
え
な
い
。

イ
　
そ
の
妊
産
婦
の
属
す
る
世
帯
の
階
層
区
分
が
Ａ
階
層
及
び
Ｂ
階
層
で
あ
る
場
合
を
除
い
て
，
そ
の
妊
産
婦
が

社
会
保
険
の
被
保
険
者
，
組
合
員
又
は
被
扶
養
者
で
そ
の
社
会
保
険
に
お
い
て
出
産
育
児
一
時
金
等
の
出
産
に



　

別
表
第
二
中
「児

童
入
所
施
設
徴
収
額

」
を
「徴

収
金
基
準
額
表

」
に
、「　

肢
体
不
自
由
児
療
護
施
設

知
的
障

害
児
施
設
自
閉
症
児
施
設
肢
体
不
自
由
児
施
設
入
所
部
肢
体
不
自
由
児
を
入
所
さ
せ
る
指
定
国
立
療
養
所
等

」

を
「

知
的
障
害
児
施
設
自
閉
症
児
施
設
肢
体
不
自
由
児
施
設
入
所
部
肢
体
不
自
由
児
を
入
所
さ
せ
る
指
定
医

療
機
関
肢
体
不
自
由
児
療
護
施
設
及
び

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
中
「第

21   条
の
９
第
１
項

」
を
「第

20   条
第
１
項

」
に
、

 

を

 

に

改
め
る
。

　

様
式
第
三
号
の
二
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

，

，
，

，

，
，

，

，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、 

を 

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

施
行
前
の
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
様
式
第
三
号
の
二
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
児
童
福
祉
法
施

行
細
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
五
十
三
号

　
　
　

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
十
九
条
第
二
項
中
「
前
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
四
号
」
に
、「
戸
籍
抄
本
又
は
住
民
票
写
し
」
を
「
住
民
票

の
写
し
（
住
民
票
に
記
載
さ
れ
た
氏
名
が
当
該
年
金
受
給
権
者
の
氏
名
と
異
な
る
場
合
は
、
当
該
年
金
受
給
権
者
の
戸

籍
抄
本
）」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

　

第
十
九
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
死
亡
・
重
度
障
害
届
の
う
ち
条
例
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
該
当
す
る
事
実
に
係
る
も

の
は
、
年
金
受
給
権
者
に
係
る
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
二
百
九
十
二
号
）
第
八
条
の
規

「

所
在
地

」

「

保
険
者
番
号

」

（15）　 平成20年３月31日　月曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第11号　　 
関
す
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
額
（
以
下
「
出
産
一
時
金
」
と
い
う
。）
が
，
350,000円

以
上
で
あ
る

と
き
。

�
　
入
所
妊
産
婦
に
係
る
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
は
，
そ
の
出
産
一
時
金
の
額
に
Ｂ
階
層
に
あ
つ
て
は
20％
，
Ｃ

階
層
に
あ
つ
て
は
30％
，
Ｄ
階
層
の
う
ち
所
得
税
の
額
が
16,800円

ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
50％

を
そ
れ
ぞ
れ

乗
じ
て
得
た
額
を
こ
の
表
の
徴
収
金
基
準
額
に
加
え
る
も
の
と
す
る
。

　
　
な
お
，
こ
の
表
の
徴
収
金
基
準
額
は
，
そ
の
入
所
し
た
日
か
ら
退
所
し
た
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
基
準
額
と
み

な
す
。

」

最
近
の
予
防
法
の
適
用
状
況

治
療
期
間

結
核
予
防
法

と
の
関
係

「

不
承
認
番
号

左
の
期
間

承
認
化
学
療
法
の
種
類

患
者
票
番
号

ク
ー
ル

年
　
月
　
日
か
ら

年
　
月
　
日
ま
で

」

最
近
の
感
染
症
法
の
適
用
状
況

治
療
期
間

感
染
症
の
予

防
及
び
感
染

症
の
患
者
に

対
す
る
医
療

に
関
す
る
法

律
と
の
関
係

「

不
承
認
番
号

左
の
期
間

承
認
化
学
療
法
の
種
類

患
者
票
番
号

ク
ー
ル

年
　
月
　
日
か
ら

年
　
月
　
日
ま
で

新
規
（
初
回
・
転
入
） 

「

再
申
請
（
前
回
，
転
帰
・
中
断
登
録
を
し
た
場
合
）

継
続
（
同
じ
疾
患
群
で
の
病
名
の
追
加
，
転
帰
変
更
を
含
む
。）

新
規
（
初
回
・
転
入
） 

「

再
申
請
（
前
回
，
転
帰
・
中
断
登
録
を
し
た
場
合
）

継
続
（
同
じ
疾
患
群
で
の
病
名
の
追
加
，
転
帰
変
更
を
含
む
。）

」

住
民
票
・
医
療
意
見
書
・
同
意
書
・
所
得
税
等
の
関
係
証
明
書

住
民
票
・
医
療
意
見
書
・
同
意
書
・
所
得
税
等
の
関
係
証
明
書

医
療
意
見
書
・
同
意
書
・
所
得
税
等
の
関
係
証
明
書

」

住
民
票
・
保
険
証
の
写
し
・
医
療
意
見
書
・
同
意
書
・
所
得
税

等
の
関
係
証
明
書
（
血
友
病
患
者
の
場
合
は
不
要
）

住
民
票
又
は
保
険
証
の
写
し
・
医
療
意
見
書
・
同
意
書
・
所
得

税
等
の
関
係
証
明
書
（
重
症
患
者
又
は
血
友
病
患
者
の
場
合
は

不
要
）



定
に
よ
り
消
除
さ
れ
た
住
民
票
（
以
下
「
消
除
さ
れ
た
住
民
票
」
と
い
う
。）
の
写
し
（
消
除
さ
れ
た
住
民
票
に
記

載
さ
れ
た
氏
名
が
当
該
年
金
受
給
権
者
の
氏
名
と
異
な
る
場
合
は
、
当
該
年
金
受
給
権
者
の
戸
籍
（
除
籍
）
抄
本
）

を
添
え
て
、
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

　

第
十
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４　

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の

八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
受
給
権
者
に
係
る
本
人
確
認
情
報
を
利
用
す
る
と
き
は
、
住
民
票
の
写
し
（
消
除
さ

れ
た
住
民
票
の
写
し
を
含
む
。）
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

　

附
則
第
二
項
中
「
平
成
七
年
十
二
月
三
十
一
日
に
」
を
「
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い

う
。）
に
」
に
改
め
、「
加
入
し
て
い
る
者
及
び
」
の
下
に
「
適
用
日
以
前
に
」
を
加
え
、「
平
成
八
年
一
月
一
日
」
を

「
平
成
二
十
年
四
月
一
日
」
に
、「
に
つ
い
て
の
」
を
「
が
適
用
日
以
前
に
加
入
し
た
口
数
に
係
る
」
に
改
め
、
同
項

第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
及
び
加
算
掛
金
」
を
削
り
、「
附
則
別
表
第
二
」
を
「
附
則
別
表
第

一
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二　

前
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
も
の
の
掛
金
及
び
加
算
掛
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
第
六
条
第
一
項
中
「
別
表
第
二
」

と
あ
る
の
は
、「
附
則
別
表
第
二
」
と
す
る
。

　

附
則
別
表
第
一
及
び
附
則
別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附
則
別
表
第
一

附
則
別
表
第
二

　

別
表
第
二
第
一
号
の
表
中 
｢掛
金
月
額
｣ 
を
「
掛
金
（
月
額
）」
に
、「
三
、
五
〇
〇
円
」
を
「
九
、
三
〇
〇
円
」
に
、

「
四
、
五
〇
〇
円
」
を
「
一
一
、
四
〇
〇
円
」
に
、「
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
四
、
三
〇
〇
円
」
に
、「
七
、
四
〇
〇

円
」
を
「
一
七
、
三
〇
〇
円
」
に
、「
八
、
九
〇
〇
円
」
を
「
一
八
、
八
〇
〇
円
」
に
、「
一
〇
、
八
〇
〇
円
」
を
「
二

〇
、
七
〇
〇
円
」
に
、「
一
三
、
三
〇
〇
円
」
を
「
二
三
、
三
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
第
二
号
の
表
中 
｢加
算
掛
金
月

額
｣ 
を
「
加
算
掛
金
（
月
額
）」
に
、「
三
、
五
〇
〇
円
」
を
「
九
、
三
〇
〇
円
」
に
、「
四
、
五
〇
〇
円
」
を
「
一
一
、

四
〇
〇
円
」
に
、「
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
四
、
三
〇
〇
円
」
に
、「
七
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
七
、
三
〇
〇
円
」
に
、

「
八
、
九
〇
〇
円
」
を
「
一
八
、
八
〇
〇
円
」
に
、「
一
〇
、
八
〇
〇
円
」
を
「
二
〇
、
七
〇
〇
円
」
に
、「
一
三
、
三

〇
〇
円
」
を
「
二
三
、
三
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
三
十
三
号
中 

「

※
死
亡
の
原
因
と
な
つ
た
傷
病
名
：

」
を

「死
亡
の
原
因
と
な
つ
た
傷
病
名
：

※
添
付
書
類
年
金
受
給
権
者
の
死
亡
の
場
合
の
み

１
年
金
受
給
権
者
の
氏
名
と
消
除
さ
れ
た
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
が
一
致
し
て
い
る
場
合
年
金

受
給
権
者
の
消
除
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
た
だ
し
知
事
が
住
民
基
本
台
帳
法
第
30条
の
８
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
年
金
受
給
権
者
の
本
人
確
認
情
報
を
利
用
す
る
と
き
は
省
略
で
き
ま
す
こ
の
場
合
に
お
い
て

住
民
票
コ
ド
が
分
か
る
場
合
は
下
記
の
欄
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い

住
民
票
コ
ド

分
か
ら
な
い
場
合
は
省
略
可

２
年
金
受
給
権
者
の
氏
名
と
消
除
さ
れ
た
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
が
異
な
る
場
合
年
金
受
給
権

者
の
戸
籍
除
籍

抄
本

に
改
め
る
。

　

様
式
第
三
十
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
）

。
，

。
，

ー
，

。

ー
（

，
。）

（
）

」
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昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
に
お
け
る
年
齢
区
分

三
十
五
歳
未
満
の
者

三
十
五
歳
以
上
四
十
歳
未
満
の
者

四
十
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満
の
者

四
十
五
歳
以
上
の
者

掛
金
（
月
額
）

五
、
六
〇
〇
円

六
、
九
〇
〇
円

八
、
七
〇
〇
円

一
〇
、
六
〇
〇
円

加
入
者
と
な
つ
た
日
の
属
す
る
年
度
の
四
月
一
日
に
お
け
る
年
齢
区
分

三
十
五
歳
未
満
の
者

三
十
五
歳
以
上
四
十
歳
未
満
の
者

掛
金
又
は
加
算
掛
金
（
月
額
）

五
、
六
〇
〇
円

六
、
九
〇
〇
円

四
十
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満
の
者

四
十
五
歳
以
上
五
十
歳
未
満
の
者

五
十
歳
以
上
五
十
五
歳
未
満
の
者

五
十
五
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
者

六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
者

八
、
七
〇
〇
円

一
〇
、
六
〇
〇
円

一
一
、
六
〇
〇
円

一
二
、
八
〇
〇
円

一
四
、
五
〇
〇
円



　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

療
育
手
帳
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
五
十
四
号

　
　
　

療
育
手
帳
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

療
育
手
帳
交
付
規
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
中
「
該
当
す
る
者
」
を
「
該
当
す
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一　

県
内
の
市
町
村
（
仙
台
市
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）
に
居
住
地
（
十
八
歳
未
満
の
知
的
障
害
者
に
あ
っ
て
は
、

保
護
者
（
親
権
を
行
う
者
、
配
偶
者
、
後
見
人
そ
の
他
の
者
で
知
的
障
害
者
を
現
に
監
護
す
る
も
の
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）
の
居
住
地
）
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
仙
台
市
長
又
は
他
の
都
道
府
県
知
事
（
地
方
自
治
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市（
仙
台
市
を
除
く
。）の
長
を
含
む
。）

か
ら
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
も
の

　

第
二
条
第
二
号
中
「
市
町
村
長
」
を
「
県
内
の
市
町
村
長
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
第
一
項
第
三
号
中
「（ 
親
権
を
行
う
者
、
配
偶
者
、
後
見
人
そ
の
他
の
者
で
、
知
的
障
害
者
を
現
に
監
護
す

る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
る
。

　

第
四
条
第
一
項
中
「
次
に
掲
げ
る
書
類
を
」
を
「
当
該
知
的
障
害
者
の
写
真
（
申
請
前
一
年
以
内
に
無
帽
で
上
半
身

を
正
面
か
ら
撮
影
し
た
縦
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
）
を
二
枚
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を

削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
者
」
を

「
前
項
の
規
定
に
よ
り
仙
台
市
長
が
交
付
し
た
療
育
手
帳
の
写
し
を
提
出
し
た
者
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
地
域

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
を
「
児
童
相
談
所
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

仙
台
市
か
ら
県
内
の
市
町
村
に
転
出
し
た
前
項
の
知
的
障
害
者
又
は
そ
の
保
護
者
に
あ
っ
て
は
、
同
項
の
写
真
ほ

か
、
仙
台
市
長
が
交
付
し
た
療
育
手
帳
の
写
し
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
五
条
第
一
項
中
「
中
央
地
域
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
所
長
、
大
崎
地
域
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
中
央
児
童
相
談

所
長
、
北
部
児
童
相
談
所
長
」
に
、「
石
巻
地
域
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
東
部
児
童
相
談
所
長
」
に
、「「
セ
ン

タ
ー
所
長
」
を
「「
所
長
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
所
長
」
に
、「
地
域
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
」

を
「
児
童
相
談
所
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
中
「
第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
仙
台
市
が
交
付
し
た
手
帳
の

写
し
」
を
「
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
仙
台
市
長
が
交
付
し
た
療
育
手
帳
の
写
し
を
提
出
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
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様
式
第
35号

（
第
19条
関
係
）

年
金
受
給
権
者
現
況
届

　
※
　
添
付
書
類

１
　
年
金
受
給
権
者
の
氏
名
と
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
が
一
致
し
て
い
る
場
合
　
年
金
受
給
権
者
の
住

民
票
の
写
し
。
た
だ
し
，
知
事
が
住
民
基
本
台
帳
法
第
30条
の
８
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
年
金
受
給
権
者
の
本

人
確
認
情
報
を
利
用
す
る
と
き
は
省
略
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
，住
民
票
コ
ー
ド
が
分
か
る
場
合
は
，

下
記
の
欄
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

住
民
票
コ
ー
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
分
か
ら
な
い
場
合
は
，
省
略
可
。）

２
　
年
金
受
給
権
者
の
氏
名
と
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
が
異
な
る
場
合
　
年
金
受
給
権
者
の
戸
籍
（
除

籍
）
抄
本

年
金
証
書

番
号

年
　
　
　
月
　
　
　
日

生
年
月
日

男女
氏
名

年金受給権者現況

電
　
話
　
（
　
　
　
　
－
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
）

住
所

年
金
管
理
者
の
有
無

施
設
入
所
等
の
有
無

１
　
有

　
ア
　
父

　
イ
　
母

　
ウ
　
祖
父
母

　
エ
　
兄
弟
姉
妹

　
オ
　
そ
の
他
の
親
族

　
カ
　
そ
の
他

　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
）

２
　
無

１
　
必
ず
い
ず
れ
か
に
〇
を
し
て
下
さ
い
。

　
ア
　
施
設
入
所

　
　
（
種
類
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
イ
　
入
院

　
ウ
　
在
宅

　
エ
　
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
）

２
　
該
当
す
る
場
合
は
〇
を
し
て
下
さ
い
。

　
ア
　
特
別
支
援
学
校

　
イ
　
特
別
支
援
学
級

　
ウ
　
就
労

　
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
条
例
第
19条
の
規
定
に
よ
り
上
記
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
金
受
給
権
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
は
年
金
管
理
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
　
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
　
　
　
　
　
話
　
（
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
）

　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿



当
該
写
し
」
に
改
め
る
。

　

第
九
条
第
一
項
中
「
第
二
条
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
で
な
く
な
っ
た
場
合
そ
の
他
療
育
手
帳
を
必
要
と
し
な
く

な
っ
た
場
合
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
市
町
村
（
仙
台
市
を

除
く
。）」
を
「
県
内
の
市
町
村
」
に
改
め
、「（
住
民
基
本
台
帳
法
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
転
出
を
い
う
。）」
を
削
り
、

同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一　

第
二
条
各
号
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

二　

療
育
手
帳
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

三　

次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
の
程
度
の
確
認
（
以
下
「
再
判
定
」
と
い
う
。）
の
結
果
、
知
的
障
害
者
と
認

め
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
き
。

　

第
九
条
第
二
項
第
一
号
中
「
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
の
程
度
の
確
認
（
以
下
「
再
判
定
」
と
い
う
。）」
を

「
再
判
定
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を

「
第
一
項
各
号
」
に
改
め
る
。

　

第
十
条
第
一
項
及
び
第
四
項
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
所
長
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６　

知
事
は
、
再
判
定
に
係
る
結
果
が
前
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
療
育
手
帳
の
返
還
の
事
由
に
該
当
し
た
と
き

は
、
交
付
を
受
け
た
者
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

　

第
十
一
条
中
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
所
長
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
二
号
中
「地

域
子
ど
も
セ
ン
タ

児
童
相
談
所

 

を
「児
童
相
談
所

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
六
号
中
「地

域
子
ど
も
セ
ン
タ
用

」
を
「児

童
相
談
所
用

」
に
、「地

域
子
ど
も
セ
ン
タ
所
長

」
を
「児

童
相
談
所
長

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
前
の
療
育
手
帳
交
付
規
則
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

分
の
間
、
改
正
後
の
療
育
手
帳
交
付
規
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
条
例
施
行
規
則
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
五
十
五
号

　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
条
例
施
行
規
則

ー
（

）」

ー
ー

　

（
趣
旨
）

第
一
条　

後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
の
運
営
に
関
し
て
は
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）、
前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負
担
金

の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
二
十
五
号
。
以
下
「
算
定
政
令
」
と
い
う
。）
及
び
後
期
高

齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
条
例
（
平
成
二
十
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
七
号
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

（
拠
出
金
の
額
の
算
定
）  

第
二
条　

宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
以
下
「
広
域
連
合
」
と
い
う
。）
は
、
法
第
百
十
六
条
第
二
項
第
一

号
に
規
定
す
る
特
定
期
間
（
以
下
「
特
定
期
間
」
と
い
う
。）
の
前
年
度
の
知
事
が
別
に
定
め
る
日
ま
で
に
、
次
に

掲
げ
る
書
類
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
見
込
額
計
算
書
（
様
式
第
一
号
）

　

二　

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

２　

知
事
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
に
基
づ
き
、
特
定
期
間
の
各
年
度
に
お
け
る
広
域
連
合
の
拠
出
金
（
法
第
百

十
六
条
第
三
項
の
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
額
を
定
め
、
当
該
年
度
の
拠
出
金
の
額
を

広
域
連
合
へ
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
拠
出
金
の
納
付
）

第
三
条　

広
域
連
合
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
特
定
期
間
の
各
年
度
の
拠
出
金
の
額
を
知
事
が
別

に
定
め
る
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
交
付
金
の
交
付
の
申
請
）

第
四
条　

広
域
連
合
は
、
法
第
百
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
交
付
金
（
以
下
「
交
付
金
」
と
い

う
。）
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
特
定
期
間
の
終
了
年
度
の
二
月
末
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を

添
え
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
交
付
金
交
付
申
請
書
（
様
式
第
二
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
交
付
金
額
計
算
書
（
様
式
第
三
号
）

　

二　

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

　

（
交
付
金
の
交
付
の
決
定
等
）

第
五
条　

知
事
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
書
類
等
を
審
査
し
、
交
付
金
の
交
付
及
び
額
を
決
定
し
た
と
き

は
、
そ
の
旨
を
広
域
連
合
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

前
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
の
決
定
を
受
け
た
広
域
連
合
が
交
付
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
交
付
金
請
求
書
（
様
式
第
四
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
貸
付
金
の
貸
付
け
の
申
請
）
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第
六
条　

広
域
連
合
は
、
特
定
期
間
の
初
年
度
に
お
い
て
、
法
第
百
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
貸

付
金
（
以
下
「
貸
付
金
」
と
い
う
。）
の
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
年
度
の
二
月
末
日
ま
で
に
、

次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
貸
付
金
借
入
申
請
書
（
様
式
第
五
号
）
を

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
貸
付
金
所
要
額
計
算
書
（
一
）（
様
式
第
六
号
）

　

二　

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

２　

広
域
連
合
は
、
特
定
期
間
の
最
終
年
度
に
お
い
て
、
貸
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
年
度

の
二
月
末
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
貸
付
金
借
入
申
請

書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
貸
付
金
所
要
額
計
算
書
（
二
）（
様
式
第
七
号
）

　

二　

後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
貸
付
金
償
還
計
画
書
（
様
式
第
八
号
）

　

三　

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

　

（
貸
付
金
の
貸
付
け
の
決
定
等
）

第
七
条　

知
事
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
書
類
等
を
審
査
し
、
貸
付
金
の
貸
付
け
及
び
額
を
決
定
し
た
と

き
は
、
そ
の
旨
を
広
域
連
合
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

広
域
連
合
は
、
貸
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
貸
付

金
請
求
書
（
様
式
第
九
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

広
域
連
合
は
、
貸
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
と
き
は
、
直
ち
に
借
用
証
書
（
様
式
第
十
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
貸
付
金
の
償
還
方
法
）

第
八
条　

貸
付
金
の
償
還
は
、
貸
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
特
定
期
間
の
次
の
特
定
期
間
（
以
下
「
償
還
期
間
」
と
い

う
。）
の
各
年
度
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
繰
上
償
還
を
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２　

償
還
期
間
の
初
年
度
に
償
還
す
る
額
は
、
当
該
貸
付
け
を
受
け
た
特
定
期
間
に
係
る
貸
付
金
の
借
入
総
額
の
二
分

の
一
以
上
に
相
当
す
る
額
以
上
の
額
と
す
る
。

３　

第
一
項
の
償
還
は
、
償
還
期
間
の
各
年
度
の
三
月
末
日
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
償
還
期
限
の
延
長
）

第
九
条　

広
域
連
合
は
、
貸
付
金
の
償
還
に
よ
っ
て
保
険
料
の
額
が
著
し
く
高
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
又
は
災
害

等
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
償
還
期
限
の
延
長
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

広
域
連
合
は
、
前
項
の
償
還
期
限
の
延
長
を
求
め
る
場
合
は
、
当
該
償
還
期
限
の
二
十
日
前
ま
で
に
、
後
期
高
齢

者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
貸
付
金
償
還
期
限
延
長
申
請
書
（
様
式
第
十
一
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３　

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
貸
付
金
償
還
期
限
延
長
申

請
書
を
審
査
し
、
延
長
し
、
及
び
そ
の
期
限
を
決
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
広
域
連
合
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
貸
付
金
の
任
意
の
繰
上
償
還
）

第
十
条　

広
域
連
合
は
、
貸
付
け
を
受
け
た
貸
付
金
の
全
部
又
は
一
部
を
繰
り
上
げ
て
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

広
域
連
合
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
繰
上
償
還
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
繰
上
償
還
を
し
よ
う
と
す
る
日

の
二
十
日
前
ま
で
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
貸
付
金
繰
上
償
還
通
知
書
（
様
式
第
十
二
号
）
を

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
借
入
台
帳
等
の
整
備
）

第
十
一
条　

広
域
連
合
は
、
交
付
金
の
交
付
又
は
貸
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
と
き
は
、
交
付
金
又
は
貸
付
金
に
関
す

る
書
類
を
整
備
し
、
交
付
金
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
交
付
を
受
け
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
五
年
間
、
貸

付
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
償
還
を
完
了
し
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
五
年
間
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

前
項
の
貸
付
金
に
関
す
る
書
類
の
う
ち
貸
付
金
の
借
入
台
帳
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
借
入
台
帳

（
様
式
第
十
三
号
）
と
す
る
。

　

（
交
付
金
及
び
貸
付
金
の
減
額
等
）

第
十
二
条　

知
事
は
、
広
域
連
合
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
広
域
連
合
に
対
す
る
交
付
金
若
し

く
は
貸
付
金
の
額
を
減
額
し
、
又
は
交
付
若
し
く
は
貸
付
け
を
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

算
定
政
令
第
十
三
条
第
八
項
に
規
定
す
る
保
険
料
収
納
必
要
額
を
不
当
に
過
小
に
見
込
み
、
又
は
高
齢
者
の
医

療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
第
十
八
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る

予
定
保
険
料
収
納
率
を
不
当
に
過
大
に
見
込
ん
だ
こ
と
等
に
よ
り
交
付
金
又
は
貸
付
金
の
額
が
不
当
に
過
大
に
な

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二　

詐
欺
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
交
付
金
の
交
付
又
は
貸
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
し
た
と
き
。

三　

こ
の
規
則
に
規
定
す
る
交
付
又
は
貸
付
け
に
係
る
手
続
を
怠
っ
た
と
き
。

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
と
き
。

２　

知
事
は
、
交
付
金
の
交
付
又
は
貸
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
広
域
連
合
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
広
域
連
合
に
対
す
る
交
付
金
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
返
還
さ
せ
、
又
は
貸
付
金
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を

繰
り
上
げ
て
償
還
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。

二　

交
付
金
又
は
貸
付
金
を
後
期
高
齢
者
医
療
財
政
の
不
足
額
を
補 
填 
す
る
目
的
以
外
の
目
的
に
使
用
し
た
と
き
。

て
ん

三　

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
と
き
。
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（
違
約
金
）

第
十
三
条　

知
事
は
、
広
域
連
合
が
償
還
期
日
ま
で
に
貸
付
金
の
償
還
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
償
還
期
日
の
翌

日
か
ら
償
還
の
日
ま
で
の
日
数
に
つ
い
て
当
該
償
還
金
額
に
年
十
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た

違
約
金
を
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
報
告
及
び
調
査
）

第
十
四
条　

知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
広
域
連
合
に
対
し
、
交
付
金
又
は
貸
付
金
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
報
告
を
求
め
、
交
付
金
又
は
貸
付
金
に
関
す
る
書
類
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　

（
委
任
）

第
十
五
条　

こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

号外第11号　平成20年３月31日　月曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （20）
様
式
第
１
号
（
第
２
条
関
係
）

療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
見
込
額
計
算
書

　
備
考
　
Ｃ
＝
Ａ
＋
Ｂ
と
す
る
こ
と
。　

合
計
額
　
Ｃ

終
了
年
度
　
Ｂ

初
年
度
　
Ａ

療
養
の
給
付
に
要
す
る
費
用
の
額
か
ら
当
該
給
付
に
係

る
一
部
負
担
金
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額

入
院
時
食
事
療
養
費
　
　
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
額

入
院
時
生
活
療
養
費
　
　
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
額

保
険
外
併
用
療
養
費
　
　
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
額

療
養
費
　
　
　
　
　
　
　
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
額

訪
問
看
護
療
養
費
　
　
　
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
額

特
別
療
養
費
　
　
　
　
　
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
額

移
送
費
　
　
　
　
　
　
　
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
額

高
額
療
養
費
　
　
　
　
　
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
額

高
額
介
護
合
算
療
養
費
　
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
額

合
計
額



（21）　 平成20年３月31日　月曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第11号　　 
様
式
第
２
号
（
第
４
条
関
係
）

第
　
　
　
　
　
号
　
　

年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　

広
域
連
合
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
交
付
金
交
付
申
請
書

　
後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
条
例
施
行
規
則
第
４
条
の
規
定
に
よ
り
，
下
記
の
と
お
り
交
付
を
受
け
た
い

の
で
，
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
ま
す
。

記

　
　
交
付
希
望
額

様
式
第
３
号
（
第
４
条
関
係
）後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
交
付
金
額
計
算
書

算
定
政
令
第
13条
第
２
項
第
１
号
に
掲
げ
る
額

（
保
険
料
収
納
下
限
額
未
達
市
町
村
に
つ
い
て
は
，

算
定
政
令
第
13条
第
２
項
第
２
号
に
掲
げ
る
額
）

市
町
村
名

合
計
　
Ｂ

算
定
政
令
第
13条
第
２
項
第
３
号
に
掲
げ
る
額
　
Ｃ

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

Ｂ
と
Ｃ
の
う
ち
少
な
い
額
÷
２

交
付
金
額



号外第11号　平成20年３月31日　月曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （22）
様
式
第
５
号
（
第
６
条
関
係
）

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　

 
広
域
連
合
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
貸
付
金
借
入
申
請
書

　
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
条
例
施
行
規
則
第
６
条
の
規
定
に
よ
り
，
下
記
の
と
お
り
借
り
入
れ

た
い
の
で
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
ま
す
。

記

　
　
借
入
申
請
額

様
式
第
４
号
（
第
５
条
関
係
）後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
交
付
金
請
求
書

　
た
だ
し
， 　
　
年
　
　
月
　
　
日
付
け
第
　
　
号
を
も
っ
て
交
付
決
定
の
通
知
を
受
け
た
後
期
高
齢
者
医
療
財
政

安
定
化
基
金
事
業
交
付
金
と
し
て
上
記
金
額
を
請
求
し
ま
す
。

　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　

 
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　

 
広
域
連
合
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　
　
　

　
　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

金
　
額



（23）　 平成20年３月31日　月曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第11号　　 
様
式
第
６
号
（
第
６
条
関
係
）

後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
貸
付
金
所
要
額
計
算
書
�
　
（
初
年
度
）

Ｃ
＝
Ａ
－
Ｂ

初
年
度
基
金
事
業
対
象
費
用
額
　
Ｂ

初
年
度
基
金
事
業
対
象
収
入
額
　
Ａ

貸
付
希
望
額

（
貸
付
限
度
額
の
範
囲
内
）

貸
付
限
度
額
（
Ｃ
×
1.1）

様
式
第
７
号
（
第
６
条
関
係
）

後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
貸
付
金
所
要
額
計
算
書
�
　
（
終
了
年
度
）

Ｅ
＝

A
－（
B
＋
C
＋
D
）

算
定
政
令
第
14条

第
２
項
第
２
号
に

掲
げ
る
額
　
Ｄ
　

終
了
年
度
基
金
事

業
交
付
金
の
額
　
Ｃ

初
年
度
基
金
事
業

貸
付
金
の
額
　
Ｂ

算
定
政
令
第
14条

第
２
項
第
２
号
に

掲
げ
る
額
　
Ａ
　

貸
付
希
望
額

（
貸
付
限
度
額
の

範
囲
内
）　
　

貸
付
限
度
額

（
Ｅ
×
1.1）



号外第11号　平成20年３月31日　月曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （24）
様
式
第
８
号
（
第
６
条
関
係
）後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
貸
付
金
償
還
計
画
書

１
　
特
定
期
間
に
お
け
る
各
年
度
の
借
入
見
込
額

備
考
　
Ｃ
＝
Ａ
＋
Ｂ
と
す
る
こ
と
。　

２
　
各
年
度
の
償
還
予
定
額

備
考

　
１
　
Ｆ
＝
Ｄ
＋
Ｅ
と
す
る
こ
と
。

　
２
　
Ｃ
と
Ｆ
は
一
致
す
る
こ
と
。

合
計
　
Ｃ

年
度
　
Ｂ

年
度
　
Ａ

合
計
　
Ｆ

年
度
　
Ｅ

年
度
　
Ｄ

様
式
第
９
号
（
第
７
条
関
係
）後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
貸
付
金
請
求
書

　
た
だ
し
， 　
　
年
　
　
月
　
　
日
付
け
第
　
　
号
を
も
っ
て
交
付
決
定
の
通
知
を
受
け
た
後
期
高
齢
者
医
療
財
政

安
定
化
基
金
事
業
貸
付
金
と
し
て
上
記
金
額
を
請
求
し
ま
す
。

　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　

 
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　

 
広
域
連
合
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　
　
　

　
　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

金
　
額



（25）　 平成20年３月31日　月曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第11号　　 
様
式
第
11号

（
第
９
条
関
係
）

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　

 
広
域
連
合
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
貸
付
金
償
還
期
限
延
長
申
請
書

　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
付
け
第
　
　
号
で
貸
付
決
定
を
受
け
た
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業

貸
付
金
の
償
還
期
限
を
下
記
の
と
お
り
延
長
し
た
い
の
で
，
申
請
し
ま
す
。

記

　
１
　
貸
付
金
の
額

　
２
　
償
還
期
限

　
３
　
償
還
延
長
期
限

　
４
　
理
　
　
　
　
由

様
式
第
10号

（
第
７
条
関
係
）

借
　
用
　
証
　
書

　
　
上
記
金
額
は
，
次
の
条
件
で
借
用
し
ま
す
。

　
１
　
借
入
対
象
事
業
名

　
２
　
据
　
置
　
期
　
限

　
３
　
償
　
還
　
期
　
限

　
４
　
そ
　
　
の
　
　
他
　
　
　
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
条
例
及
び
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
安
定
化
基
金
条
例
施
行
規
則
の
関
係
規
定
に
従
い
ま
す
。

 
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　

 
広
域
連
合
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

金
　
額



号外第11号　平成20年３月31日　月曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （26）
様
式
第
12号

（
第
10条
関
係
）

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　

 
広
域
連
合
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
貸
付
金
繰
上
償
還
通
知
書

　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
付
け
第
　
　
号
で
貸
付
決
定
を
受
け
， 　
　
年
　
　
月
　
　
日
貸
付
を
受
け
た
後
期
高
齢

者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
事
業
貸
付
金
を
下
記
の
と
お
り
繰
上
償
還
し
た
い
の
で
，
後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化

基
金
条
例
施
行
規
則
第
10条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
し
ま
す
。

記

　
　
繰
上
償
還
理
由

繰
上
償
還
期
限

繰
上
償
還
額

借
入
金

借
入
年
月
日

年
度
区
分

様
式
第
13号

（
第
11条
関
係
）

後
期
高
齢
者
医
療
財
政
安
定
化
基
金
借
入
台
帳

摘
　
　
要

処
理
年
月
日

期
末
残
高

期
中
償
還
額

期
中
借
入
額

年
　
度



 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
六
十
八
号

　

女
性
相
談
員
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

女
性
相
談
員
設
置
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

女
性
相
談
員
設
置
規
程
（
昭
和
三
十
三
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
二
号
の
表
中

 

を

 

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

「

宮
城
県
大
崎
保
健
福
祉
事
務
所

宮
城
県
栗
原
保
健
福
祉
事
務
所

宮
城
県
登
米
保
健
福
祉
事
務
所

宮
城
県
石
巻
保
健
福
祉
事
務
所

大
崎
市
、
加
美
町
、
色
麻
町
、
涌
谷
町
、
美
里
町

栗
原
市

登
米
市

石
巻
市
、
東
松
島
市
、
女
川
町 

」

「

宮
城
県
北
部
保
健
福
祉
事
務
所

宮
城
県
北
部
保
健
福
祉
事
務
所

栗
原
地
域
事
務
所

宮
城
県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

宮
城
県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

大
崎
市
、
加
美
町
、
色
麻
町
、
涌
谷
町
、
美
里
町

栗
原
市

石
巻
市
、
東
松
島
市
、
女
川
町

登
米
市

」

（27）　 平成20年３月31日　月曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第11号　　 




